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公益社団法人日本武術太極拳連盟　太極拳指導員委員会
１．事業実施の趣旨：
　日本連盟トレーニングセンターを有効に活用して、太極拳上級者、太極拳上級指導員の技能向上と指導者育成を推進する
ことを目的として実施する。

２．実施する特別講習会と募集定員：
１）「２段特別講習会」：

◆2020年度までに太極拳２段を取得した人を対象とする。
◆太極拳２段取得者が３段の技術内容を研修し、習得するための講習を行う。
◆募集定員は、実施日程の各日につき各200人とする（ただし、参加希望者数と講師配置の情況により、必要に応じて増

員をすることができるものとする）。また、受理通知後の確定申込の辞退率を考慮して、受理通知人数を若干数増員す
ることができるものとする。

２）「３段特別講習会」：
◆2020年度までに太極拳３段以上を取得した人を対象とする。
◆３段取得者が４段の技術内容を研修し、習得するための講習を行う。この講習会に参加した人は、「４段位昇段中央研
修会」に参加した場合と同じ受験資格を得られる。

◆募集定員は、実施日程の各日につき各200人とする（ただし、参加希望者数と講師配置の情況により、必要に応じて増
員をすることができるものとする）。また、受理通知後の確定申込の辞退率を考慮して、受理通知人数を若干数増員す
ることができるものとする。

３）「４段特別講習会」：
◆2021年度までに太極拳４段位を取得した人を対象とする。
◆４段取得者がさらに高いレベルの太極拳技術を習得するための講習を行う。
◆ただし、2022年度前期に４段位を取得した人は、９月開催の②以降から申し込むこと。2022年度後期に４段位を取得

した人は、2023年２月開催の③以降から申し込むこと。
◆募集定員は、実施日程の各日につき各200人とする（ただし、参加希望者数と講師配置の情況により、必要に応じて増

員をすることができるものとする）。また、受理通知後の確定申込の辞退率を考慮して、受理通知人数を若干数増員す
ることができるものとする。

４）「３段・４段セミナー」：
◆2021年度までに太極拳３段または４段を取得した人を対象とする。
◆３段取得者、４段取得者がさらに高いレベルの太極拳技術を習得するための講習を行う。
◆募集定員は、実施日程の各日につき各200人とする（ただし、参加希望者数と講師配置の情況により、必要に応じて増

員をすることができるものとする）。また、受理通知後の確定申込の辞退率を考慮して、受理通知人数を若干数増員す
ることができるものとする。

５）「推手特別講習会」：
◆太極拳２段または３段以上の取得者で、都道府県連盟またはブロックが主催して実施する推手講習会に過去２回以上

参加した人（「推手規定套路講習会」、「推手基礎套路」の参加者も可とする）。また、2021年度検定で２段に合格し、
登録した人は、10月実施の「推手特別講習会②」以降の講習会から参加することができる。

◆定歩四正手を連貫して回すことができる人に限る。推手の基礎技術を備えた人を対象に、推手技術をさらに練磨し、
套路技術の向上に役立てる内容の講習を行う。

◆参加希望者が、本件講習会に初回に参加申込みをする際には、所定の書式に基づいて都道府県連盟またはブロックの
責任者が押印した「２人１組 参加申込書・推手講習会参加証明書（推手書式―１）」を添付して参加申込みをしなけ
ればならない。「２人１組 参加申込書」に設けられている「証明欄」に、県連盟またはブロック責任者が証明の捺印
をして申込む。（ただし、この「証明書欄」の記入・捺印は、2007年度以降に本講習会の参加実績がある人が２回目以
降の参加申込みをする際には、作成不要とする）。

２０２２年４月～２０２３年３月

２０２２年度 日本連盟トレーニングセンター　特別講習会
「２段特別講習会」、「３段特別講習会」、「４段特別講習会」、

「３段・４段セミナー」、「推手特別講習会」
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◆本講習会の参加者は、毎回の参加時に「安全注意義務確認書」（推手書式―２）に本人が署名、捺印したものを提出す
ることが義務づけられる。

◆募集定員は、実施日程の各日につき、各200人とする（ただし、参加希望者数と講師配置の情況により、必要に応じて
増員をすることができるものとする）。申込書は、必ずパートナー氏名を記入した「２人１組用 参加申込書」を使用
して申込むこととし、パートナーのいない申込者は受理しないこととする。

３．参加形態と受講料：
１）参加コース：
Ａ）「２段特別講習会」は２回（①・②）、各回の実施日程は、いずれも土、日の２日コースのみとし、３日コースは設

けないこととする。
Ｂ）「３段特別講習会」は３回（①～③）、「４段特別講習会」は４回（東京①～③、大阪）実施する。各回の実施日程は、

土、日、月の３日間設定されており、受講者は、
◆土、日の２日コースに参加してもよく、
◆土、日、月の３日コースに参加してもよい。

　申込み時に、「２日コース（土、日）」、「３日コース（土、日、月）」のいずれかを選んで申込む。なお、２日コースは
「土、日」のみとし、「日、月」の２日間の申込みは原則として受理しない。
Ｃ）「３段・４段セミナー」は、平日の「火、水」のコースを５回（①～⑤）実施する。各日に、４段取得者コースと３

段取得者コースを設ける。受講者は、
◆火、水の２日コースに参加してもよく、
◆火または水の１日だけ参加してもよい。

Ｄ）「推手特別講習会」は、東京・日本連盟トレーニングセンターで４回（①～④）、大阪トレーニングセンターで１回の、
合計５回実施する。いずれも、土、日の２日コースのみとし、３日コースは設けないこととする。

２）受 講 料：
Ａ）Ｂ）「２段特別講習会」、「３段特別講習会」、「４段特別講習会」は、

◆２日コース＝１人２万円、◆３日コース＝１人３万円とする。
Ｃ）「３段・４段セミナー」は、

◆火曜コース・水曜コース＝１人７千円、◆２日コース＝１人１万４千円、とする。
Ｄ）「推手特別講習会」は、

◆２日コース＝１人２万円とする。
３）「推手特別講習会」の参加証明書発行取り扱い手数料：

◆「推手特別講習会」参加者が初回の参加申込みを行う時には、「推手特別講習会参加証明書」（推手書式―１）に所定
事項を記入して、都道府県連盟またはブロックの責任者が押印した書式を提出しなければならない。

◆この証明書を発行した都道府県連盟またはブロックに対して、日本連盟は当該年度の推手講習会がすべて終了した後
に、証明書を発行した参加者１人あたり２千円の取り扱い手数料を県連盟またはブロックに支払う。

◆初回の参加申込みにこの手続きを行なった参加者は、次回からの「推手特別講習会」の申込み時にはこの証明書を提
出する必要がない。

４．実施日程：

「４段特別講習会」及び「推手特別講習会」においてはペア練習または推手を講習内容に取り入れているため、
感染拡大防止策として参加するには受付にて以下のいずれかの提示をお願いします。

・ワクチン接種証明（コピーまたは写真可）
・受講日より１週間以内のPCR検査または抗原検査の陰性証明（メール画面可）

講　習　会 実施年 実　施　日

１）
「２段特別講習会①」 ２０２２年 ５月21日（土）～22日（日）
「２段特別講習会②」 ２０２２年 10月８日（土）～９日（日）

２）
「３段特別講習会①」 ２０２２年 ５月14日（土）～16日（月）
「３段特別講習会②」 ２０２２年 ７月23日（土）～25日（月）
「３段特別講習会③」 ２０２３年 ２月４日（土）～６日（月）

３）
「４段特別講習会①」 ２０２２年 ６月11日（土）～13日（月）
「４段特別講習会・大阪①」 ２０２２年 ７月16日（土）～18日（月）
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５．参加申込受付けと受理決定方法：
受付方法＝郵送または専用ファックスに申込み、抽選により受理者を決める：
例年と同様に、各講習会の日程ごとに定められた「申込受付期間」中に郵送または専用ファックス番号で受領した参加
申込書のすべてに対して、公正な方法で抽選を行ったうえで、受理者を決定して通知する。
◎ ｢２段特別講習会①・②」、「３段特別講習会①～③」、「４段特別講習会①～③、大阪①」、
「３段・４段セミナー①～⑤」：
１）案内書類を送付：

　日本連盟事務局は、「講習会案内」と「参加申込書」を、受講対象者の本人自宅宛（日本連盟データベースに登
録されている住所）に、毎年度１回に限り送付する（2022年度講習会の案内は2021年12月に送付）。
　｢２段特別講習会①・②」、「３段特別講習会①・②」、「４段特別講習会①～③、大阪①」、「３段・４段セミナー①
～⑤」の対象者にそれぞれ、参加可能な講習会の申込書を２枚ずつ送付する。３回以上申込む予定がある人は、申
込書を複写して使用することができる。
２）申込み＝「参加申込書」は、講習会ごとの「参加申込み日程」に従って受付けする：

◆参加者が個人で日本連盟に郵送またはファックスで参加を申込む。
◆「参加申込み日程」＝受付期間を設定：

例年通り、参加申込みは、＜６．参加申込み日程：＞に記載されている各講習会の「参加申込み日程」にしたが
って、各回ごとに申し込む。
　「参加申込書」に記載されている、参加日程下の○印欄に「○」を記入して、参加を希望する講習会の日程を特
定して申し込む。
＜注意＞
例：①の参加受付期間中に、他の②、③などの申込みは受け付けない。

①の参加受付期間中に、「参加申込書」の①以外の②や③などを丸印で囲んで申し込んでも、①以外は受理しない。
◆ファックスで申し込む場合は、例年同様に、日本連盟事務局の特別講習会参加申込書を受信するための専用FAX

番号  03-6231-4955に送信すること。
　　申込者が募集定員を超えた場合は下記手順で抽選を行い、各講習会の受理者を決定する。
◆抽選方式：抽選は、厳正に、公平に実施する。申込み期間中に到着した参加申込書のうち、受講条件を満たし、

必要事項が記入されている参加申込者全員に対して一括して抽選を行い、各講習会の受理者を決定する。各回の
講習会ごとに募集し、抽選を行うので、１回目の当選者、２回目の当選者等の区別をせずに、講習会ごとに全員
を対象にして抽選を行い、決定する。

３）参加申込み受理・不受理の通知を送付：
◆日本連盟事務局は、抽選に当選し、「受理」が決定した申込者にたいして、「受理通知」と郵便振替用紙による「確

定参加申込書」を送付する。
郵便振替用紙の「確定参加申込書」には、講習会ごとに「郵便振替の締め切り日」＝「確定申込み期限」が設

けられている。
◆抽選に当選しなかった人には、「不受理通知」を送付する。
４）受講者の確定：

　受理通知を受けた申込者から郵便振替用紙の「確定参加申込書」が締切り日までに届き、受講料の入金が確認で

３）
「４段特別講習会②」 ２０２２年 ９月17日（土）～19日（月）
「４段特別講習会③」 ２０２３年 ２月25日（土）～27日（月）

４）

「３段・４段セミナー①」 ２０２２年 ４月19日（火）、20日（水）
「３段・４段セミナー②」 ２０２２年 ８月30日（火）、31日（水）
「３段・４段セミナー③」 ２０２２年 10月25日（火）、26日（水）
「３段・４段セミナー④」 ２０２３年 １月17日（火）、18日（水）
「３段・４段セミナー⑤」 ２０２３年 ３月14日（火）、15日（水）

５）

「東京・推手特別講習会①」 ２０２２年 ５月28日（土）、29日（日）
「東京・推手特別講習会②」 ２０２２年 10月15日（土）、16日（日）
「大阪・推手特別講習会①」 ２０２２年 10月29日（土）、30日（日）
「東京・推手特別講習会③」 ２０２３年 １月28日（土）、29日（日）
「大阪・推手特別講習会②」 ２０２３年 ３月４日（土）、５日（日）
「東京・推手特別講習会④」 ２０２３年 ３月18日（土）、19日（日）



武 術 太 極 拳

きた時点で、正式に参加申込が成立し、受講者が確定する。
５）受講票送付：　日本連盟事務局は、受講者にたいして受講票を事前に郵送する。
◎ 「東京・推手特別講習会①～④」「大阪・推手特別講習会①・②」：
１）案内書類送付：

　日本連盟事務局は、「講習会案内」と「２人１組 参加申込書」を、2021年12月に都道府県連盟に送付する。こ
の「参加申込書」は、１枚の用紙に東京①～④、および大阪①・②の日程欄を設けて、各講習会共通の書式とする。
参加希望者は該当する日程欄に○印を付して特定して、指定されている「申込受付期間」中に申込みを行う。なお、

「２人１組 参加申込書」は、2020年度までに２段以上を取得している全員にも送付する。
２）申込み：　３）受理・不受理の通知を送付：　４）受講者の確定：　　５）受講票送付：

　２）～５）は、「２段特別講習会」・「３段特別講習会」・「４段特別講習会」・「３段・４段セミナー」と同様の要領
で行う。

６．参加申込み日程：
※別紙参照

７．タイムスケジュール（全講習会共通）
１日目（土）８：30　開館・受付、９：30開講式、９：45～17：00講習、17：00終了・解散
２日目（日）８：30　開館、９：30～16：30講習、16：30終了・解散
３日目（月）８：30　開館、９：30～16：30講習、16：30終了・解散
※「３段４段セミナー」は、１日目が火曜日、２日目が水曜日となります。

以上

　なお、必ず２人１組で申し込み、２人のうちの１人を「連絡代表者」とする。「連絡代表者」は、①日本連盟
からの２人分の受理・不受理通知を受領し、②日本連盟に２人分の受講料をまとめて納付し、③日本連盟から
２人分の「受講票」を受領する。１人で申し込んでも受理されない。




